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仙台河川国道事務所 鳴子国道維持出張所は、宮城47号のうち

国道４号との交差点から山形県境までを維持管理しています。

みやぎの「かわとみち」情報が満載！仙台河川国道事務所

ホームページはこちら →  http://www.thr.mlit.go.jp/sendai

Q1
鳴子警察署管内において

交通事故が多い路線は？

国道４７号がもっとも多く、管内交

通事故の７割に達します。

平成２８年秋の交通安全運動出動式での鳴子警察署佐藤交通課長（写真左）

歩行者が関係した交通事故は？

横断歩道のないところを横断しよう

として、前方不注意の車にぶつけ

られる事故が多いです。

Q4

どんな種類の交通事故が多いの？

前方不注意による追突事故、セン

ターラインをはみ出した正面衝突や

出会い頭の交通事故が多いです。

Q2

追突事故が多いのはなぜ？

商業施設になどに出入りするために一時

停止や徐行している車両に、後続車両が

前方不注意によりブレーキ操作などが遅

れてしまい、追突してしまうようです。

冬季の場合は、特に天気と路面の状況が

めまぐるしく変化しています。

そういった状況の変化の的確な把握をす

ることが大切です。

前方不注意による、ブレーキ操作

等の遅れと考えています。

Q3

さいごに一言お願いします。

ドライバーの皆さんには国道だけ

でなく、生活道路を含めた、すべ

ての道路で緊張感をもって運転し

てほしいですね。

ランタン点灯時間は両日とも17：00～21：00頃まで！（天候により変更もあります）

をお楽しみください！（事前申し込みが必要になります）

解説

歩行者が事故に遭わないように

するために注意すべきことは？

交通安全の基本を守ることです。

横断歩道のあるところを、十分に安全を確認してから横断

するといった、交通安全の基本を守っていただくことです。

夜間や天気のよくないときは、反射材を身につけるといった

ことも車へのアピールになって効果が期待できます。また、

冬期は防寒着など厚着になるため、動きが緩慢になるとと

もに、路面状況により足下だけに意識が向けられがちにな

るので注意が必要です。なお、車においては対向車や先行

車がいないときはヘッドライトをハイビームにすることで歩

行者の早期発見・事故防止につながると思います。

Q5

解説


